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令和4年度東京支部

総会のご案内
７月２日（土）12：00
場所：

会費：

サンミ高松本店
東京都中央区銀座6-3-9

問い合せ先電話 03-5568-3320
高松商事（株）内   紫雲会東京支部

事務局　漆原慎二

（受付：11時～）

男 性
女 性
29歳まで
学 生

8,000円
7,000円
7,000円
無 料

〈最寄駅〉銀座駅（丸ノ内線・銀座線・日比谷線） 東銀座駅（都営浅草線） JR有楽町駅
サンミ高松本店 案内地図

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異

株
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
ま
ん
延

拡
大
し
、
全
国
都
道
府
県
の
ほ

と
ん
ど
に
適
用
さ
れ
て
い
た
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
適
用
が

３
月
に
解
除
さ
れ
、
経
済
活
動

も
徐
々
に
動
き
出
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
も
入
場

者
制
限
を
緩
和
し
て
い
ま
す
が
、
感
染
者
減
少
に
は

繋
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

更
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
物
価
の
高
騰
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
関
連
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば

か
り
で
す
。

紫
雲
会
行
事
も
令
和
２
年
か
ら
殆
ど
出
来
て
い

な
い
状
況
で
会
員
と
の
交
流
も
活
動
も
無
く
皆
さ

ん
巣
ご
も
り
状
態
で
、
ウ
ン
ザ
リ
し
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
常
任
理
事
会
、
役
員
会
は
書
類
に

よ
り
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
支
部
は
７
月
２
日
（
土
）
に
３
年
振
り
の
定

期
総
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
変
異
株
も

確
認
さ
れ
て
お
り
開
催
決
定
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

開
催
す
る
に
は
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
総
会
に
出

席
し
て
頂
け
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
総
会
委
員
会
を

中
心
に
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

母
校
か
ら
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い

て
い
ま
す
、
野
球
部
は
昨
年
夏
の
第

１
０
３
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
に

出
場
し
て
25
年
振
り
の
勝
利
と
４
元
号

（
大
正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
）
で
の
勝
利

を
達
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
関
東
地
区
で
全

国
大
会
に
吹
奏
楽
部
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

が
出
場
し
銀
賞
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
第

１
０
０
回
全
国
高
校
選
手
権
大
会
に
出

場
、
残
念
な
が
ら
初
戦
敗
退
で
し
た
、
今

年
３
月
に
は
卓
球
部
、
柔
道
部
、
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
部
が
全
国
選
抜
大
会
に
出
場
し
、

い
ず
れ
も
ベ
ス
ト
16
と
活
躍
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
無
観
客
開
催
で
我
々
は
競

技
場
で
応
援
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。

唯
一
、
サ
ッ
カ
ー
大
会
だ
け
は
競
技
場

で
応
援
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

全
国
大
会
に
出
場
の
各
部
に
対
し
て
は

私
と
池
田
副
支
部
長
で
支
部
を
代
表
し
て

お
祝
い
と
激
励
に
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
舎
に
伺

い
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
、
紫
雲
会
活
動
を
通
じ
て

会
員
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
来
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
し
、
そ
れ
ま
で
皆
さ
ん

が
健
康
で
お
元
気
に
過
ご
し
て
頂
け
る
こ

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

　

　

紫
雲
会
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ド
ミ
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ト
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／
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第
49
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全
国
高
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選
抜
卓
球
大
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※
関
連
記
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／
別
掲

卓球部 全国高校柔道選手権大会出場

第103回全国高校野球選手権大会出場

※関連記事／別掲

※関連記事／別掲

第16号
令和４年（2022年）

 

今
年
は
会
場
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
費
納
入
の
お
願
い=

皆
様
︑会
費
の
お
振
込
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

※関連記事／別掲

編集委員長：池田政廣　編集委員：福西佐都美、入谷稔、田所幸子、大谷美恵子、西木茂雄、和波高代

第50回マーチングバンド全国大会
銀賞獲得

４年ぶり24回目出場� ※関連記事／別掲

1 面　　令和 4年 6月 1日発行	 第16号紫雲会東京

コロナウイルスの今後の状況により紫雲会本部、東京、大阪支部の総会が変更になることもあります。

オリンピック女子ハンドボール
２人の高商出身の出場壮行会

四国新聞社提供四国新聞社提供



　

令
和
３
年
度

と
が
で
き
ま
せ
ん
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員

会
への
ラ
ン
ナ
ー
応
募
か
ら
半
年
、一
縷
の
望

み
を
持
って
い
て
の
決
定
通
知
で
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
興
奮
も
つ
か
の
間
、
突
然
の
コロ
ナ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
世
界
を
襲
い
、
私
た
ち
が
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、生
活
や
考
え
方
を一変
す
る
事

態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、オ
リ
パ

ラ
の
開
催
に
対
す
る
意
見
も
「
中
止
」「
開

催
」
の
２
極
化
が
進
み
、
最
終
的
に
は
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」１
年
延
期
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
複
雑
な
気
持
ち
の
中
で
の
１
年
半

で
し
た
が
、
私
に
とって
は
逆
に
“
ス
ポ
ー
ツ
”

に
向
き
合
え
る
貴
重
な
時
間
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
私
は
、
こ
れ
迄
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
、観
戦
し
、応
援
し
、支

援
し
、
指
導
も
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

ス
ポ
ー
ツ
に
生
か
さ
れ
・
励
ま
さ
れ
・
友
達
を

得
・
健
康
を
保
持
し
・
何
よ
り
楽
し
い
生
活

が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
し

た
。私
の
人
生
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
は
切
り
離
せ

な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

ト
ー
チ
キ
ス
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
下
、

開
会
式
当
日
に
都
庁
前
で
の
聖
火
セ
レ
モ

ニ
ー
の
み
で
し
た
が
、
思
い
か
け
ず
ト
キ
メ
キ

の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
２
番
目
の
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
元
メ
ダ
リ
ス
ト
の
三
井

さ
ん
か
ら
聖
火
を
受
け
取
り
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長

の
山
下
さ
ん
に
渡
す
と
い
う
役
割
と
な
っ
た

の
で
す
。

遠
く
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
来
た
聖
火
が
、
日
本

各
地
を
回
り
、
こ
の
瞬
間
自
分
の
手
元
に
あ

る
。そ
し
て
そ
の
火
は
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
す

べ
て
の
人
々
の
心
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
を

は
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ス

ポ
ー
ツ
に
生
か
さ
れ
る
と
思
って
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
支
部
活
動
は
、
２
年
度
に

続
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
計
画
が
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

定
期
総
会
を
10
月
に
計
画
し
ま
し
た
が

中
止
に
、
10
月
予
定
の
ゴ
ル
フ
大
会
、
10

月
予
定
の
大
阪
支
部
総
会　

11
月
予
定
の

高
松
で
の
紫
雲
会
総
会
も
残
念
な
が
ら
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
し
た
が
、
会
報
は
15

号
を
発
行
し
、
会
員
の
皆
様
と
令
和
４
年

３
月
の
卒
業
生
全
員
に
配
布
し
て
支
部
活

動
や
学
校
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
関
東
近
辺
で
行
わ
れ
る
高
校
生
の
全

国
大
会
に
は
12
月
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
は
人
数
制
限
の
中
応
援
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

12
月
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会　

 

 

　

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を

体
験
し
て
思
う
こ
と

体
験
し
て
思
う
こ
と
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桑
島
恵
美
子

 

　

都
大
路
を
走
っ
て

都
大
路
を
走
っ
て

感
じ
た
こ
と

感
じ
た
こ
と

陸
上
競
技
部　
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池
田
歩
乃
佳

 

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
代
表
に

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
代
表
に

高
商
出
身
の
２
人
出
場

高
商
出
身
の
２
人
出
場

私
は
第
40
回
全
国

都
道
府
県
対
抗
女
子

駅
伝
大
会
の
香
川
県

代
表
と
し
て
５
区
を

走
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

私
は
幼
稚
園
か
ら
中
学
ま
で
は
水
泳

を
や
っ
て
い
て
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら

陸
上
を
始
め
ま
し
た
。
２
年
ま
で
は
水
泳

部
と
陸
上
部
を
兼
部
し
３
年
に
な
っ
て

か
ら
陸
上
に
専
念
、
３
年
生
の
総
体
ま
で

中
距
離
を
メ
イ
ン
と
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
総
体
の
後
、
都
道
府
県

駅
伝
出
場
を
目
指
す
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。
目
標
に
向
か
っ
て
練
習
し
た
結
果　

夢
が
か
な
い
駅
伝
代
表
に
選
ば
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
５
区
は
上

り
坂
が
多
く
少
し
不
安
で
し
た
が
、
走
り

出
す
と
楽
し
く
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
苦
し
く
な
っ
た
時
は
、
沿
道
で
た
く

さ
ん
の
人
が
か
け
て
く
れ
る
応
援
の
声

や
今
ま
で
の
練
習
を
思
い
出
し
て
踏
ん

張
り
ま
し
た
。
今
ま
で
で
1
番
楽
し
く
、

１
番
自
分
ら
し
い
走
り
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
み
ん
な
が
繋
い
で
き
て
く
れ
た

襷
に
は
汗
が
染
み
込
ん
で
い
て
少
し
重

た
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
６
区
の

人
に
襷
を
繋
い
だ
瞬
間
ほ
っ
と
し
た
と

同
時
に
、
大
切
な
襷
を
次
に
繋
げ
ら
れ
た

こ
と
が
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

顧
問
の
先
生
、
家
族
、
友
達
、
ラ
イ
バ

ル
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て

こ
こ
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
１
人
で
は
こ
の
駅
伝
に
出
場
す
る

と
い
う
目
標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
目
標
を
絶
対
達
成
で
き
る
と

信
じ
て
支
え
て
く
れ
た
み
ん
な
に
は
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍

で
大
変
な
中
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
こ
の
駅
伝
を
開
催
し

て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
駅
伝
に
出
場
し
て
、
改
め
て
み
ん

な
の
想
い
が
込
め
ら
れ
た
襷
を
繋
い
で
走

る
駅
伝
は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
私
は
駅
伝
が
大
好
き
で
す
。
そ
し

て
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
精
一
杯
し
た

時
間
は
私
の
宝
物
で
す
。

「
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

決
定
」
の
通
知
を
受

け
た
瞬
間
の
喜
び

を
、
今
も
忘
れ
る
こ

桑島さんからトーチに点火を受ける山下会長 三井さんからの聖火リレー　

３
月
の
卓
球
、
柔
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

大
会
も
無
観
客
、
夏
の
甲
子
園
大
会
は
野

球
部
員
と
家
族
中
心
の
入
場
制
限
の
為　

球
場
で
の
応
援
に
も
行
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

ま
た
11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
東
京
香

川
県
人
会
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
の
『
お
り

ひ
め
ジ
ャ
パ
ン
』
に
母
校
出
身
の

塩
田
沙
代
さ
ん
（
平
成
19
年
卒
）

大
山
真
奈
さ
ん
（
平
成
23
年
卒
）

の
２
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

６
月
28
日
に
母
校
に
て
お
二
人
を
招
い

て
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
45
年
ぶ

り
の
出
場
と
な
っ
た
日
本
チ
ー
ム
は
予
選

リ
ー
グ
で

①
オ
ラ
ン
ダ　

21
─

32

②
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ　

29
─

26
で
勝
利

③
韓
国　

24
─

27

④
ア
ン
ゴ
ラ　

25
─

28

⑤
ノ
ル
ウ
ェ
ー　

25
─

37

１
勝
４
敗
と
な
り
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

へ
の
進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
お
二
人
は
北
国
銀
行
に
在
籍
で
し

た
が
、
大
山
選
手
は
現
在
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

チ
ー
ム
に
移
籍
し
て
活
躍
中
で
す
。

紫雲会東京支部　令和３年度　会計報告
期間：令和3年4月1日〜令和4年3月31日　単位：円

収入 支出
前年度繰越 2,219,366
役員年会費 350,000 総会案内発送費 200,618

一般年会費 610,000
　３年度分� 394,000 事務消耗品・通信費 33,017
　前年度分� 216,000 旅費交通費 34,840

慶弔 0
会報賛助金・広告費 406,000 振込負担金 52,262
　賛助金� 146,000 会議費補助 14,600

　役員会
　企業広告� 260,000 　常任理事会� 10,000
　　＠20,000Ｘ3社� 60,000 　年次幹事会
　　＠50,000Ｘ4社� 200,000 　各委員会� 4,600

本部からの補助金 300,000 会報発行費15号紙 353,925
寄付金 40,000 ホームページ更新委託費 35,090

90周年記念積立 100,000
事務局費 50,000

母校活動支援金 300,000
四国新聞広告立替 66,000
２年度ホームページ更新委託確定修正 -38,870

受取利息 9

　　　(当年度収入合計　1,706,009) 　　　(当年度支出合計　1,201,482)
次年度繰越 2,723,893

計 3,925,375 計 3,925,375

＊役員会・常任理事会・年次幹事会の出席者は、会議費の約半額と交通費の全額個人負担
＊常任理事会は2回開催、補助は1回のみ
＊各委員会の出席者は、会議費の約半額と交通費全額個人負担

2 面　　令和 4年 6月 1日発行	 第16号紫雲会東京



ゴールは決めさせない‼
懸命にカバーする塩田紗代選手

豪快にゴールを決める大山真奈選手　
すばらしい‼

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

２
人
の
高
商
出
身
の
出
場

２
人
の
壮
行
会
に

花
添
え
る
書
道
部

お待たせしました。準備、整いました皆さま、これからも応援よろしくお願いします！！
塩田選手大山選手

楽
し
み
に
し
て
い
た
ゴ
ル
フ
大
会
や
紫

雲
会
総
会
な
ど
毎
年
当
た
り
前
に
開
催
さ

れ
て
い
た
行
事
が
コ
ロ
ナ
騒
動
で
２
年
間

に
わ
た
り
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
３

年
振
り
で
今
年
こ
そ
は
の
意
気
込
み
で
令

和
4
年
度
「
第
15
回
紫
雲
会
東
京
支
部
ゴ

ル
フ
大
会
」
を
下
記
の
通
り
開
催
い
た
し

ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。女
性
の
ご
参
加
大
歓
迎
で
す
。

若
手
会
員
の
み
な
さ
ま
も
こ
ぞ
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

記

１
．
日
時

令
和
４
年
10
月
５
日
（
水
）

集
合
９
時

（�

ス
タ
ー
ト　
ア
ウ
ト
９
時
27
分
〜
７
組
）

２
．
会
場

C
P
G
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

千
葉
県
市
原
市
川
在
９
７
４

T
E
L

　

０
４
３
６
─
３
６
─
１
２
５
１

ク
ラ
ブ
バ
ス

　

J
R
五
井
駅
東
口  

８
時
30
分

　
（�

バ
ス
利
用
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
）

３
．
会
費

１
６
、０
０
０
円

　
（�

プ
レ
ー
費
、
食
事
、
パ
ー
テ
ィ
、
賞

品
代
含
む
）

４
．
申
し
込
み
先

幹
事　

大
森　

正

T
E
L
・
F
A
X

　

０
４
３
─
２
７
３
─
２
６
６
２

５
．
締
切

令
和
４
年
９
月
10
日
（
土
）

＊
な
お
、
コ
ロ
ナ
騒
動
が
改
善
し
な
い

場
合
は
８
月
末
日
ま
で
に
開
催
可
否
の
お

知
ら
せ
を

紫
雲
会
東
京
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す

本
年
度
は
次
の
活
動
計
画
を
推
進
い
た

し
ま
す
。

⒈ 

組
織

①
役
員
人
事
（
敬
称
略
）

（
新  

任
）

副
支
部
長
候
補
（
１
名
）

Ｓ
54
年
卒　

堀　
　

眞
英

常
任
理
事
候
補
（
１
名
）

Ｓ
56
年
卒　

須
田　

賢
二

理
事
候
補
（
５
名
）

Ｓ
54
年
卒　

成
田　

親
王

Ｓ
54
年
卒　

丸
尾　

恭
久

Ｓ
54
年
卒　

山
地　

敏
弘

Ｓ
49
年
卒　

稲
田　

静
夫

Ｓ
63
年
卒　

小
林　

未
千

（
退  

任
）

常
任
理
事
（
５
名
）　

Ｓ
33
年
卒　

中
西　
　

勲

Ｓ
33
年
卒　

𠮷
川　

俊
夫

Ｓ
36
年
卒　

吉
田　

勝
昭

Ｓ
55
年
卒　

岡
田
久
美
子

Ｈ
２
年
卒　

岩
本
真
由
美

理
事
（
４
名
）

Ｓ
27
年
卒　

三
浦　

秀
典

Ｓ
36
年
卒　

宮
武　

貞
雄

Ｓ
36
年
卒　

黒
川　

達
夫

Ｓ
39
年
卒　

鈴
木　
　

康

Ｓ
62
年
卒　

池
田　

明
生

②
会
議

総　
　
　

会　

1
回
／
年　

開
催

７
月
２
日
（
土
）

役　

員　

会　

1
回
／
年　

開
催

３
月

表
彰
委
員
会　

1
回
／
年　

開
催

３
月

常
任
理
事
会　

２
回
／
年　

開
催

11
月
・
３
月

年
次
幹
事
会　

1
回
／
年　

開
催

５
月

８
委
員
会

（
総
会　

親
睦
交
流　

表
彰
検
討　

会
報　

総
務　

年
次
幹
事　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

紫
雲
オ
リ
ー
ブ
会
）  

随
時
／
年
開
催

⒉ 

親
睦
・
交
流
事
業

①�

ゴ
ル
フ
大
会　

下
記
参
照

②
紫
雲
オ
リ
ー
ブ
会

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
て
計
画

③�

母
校
部
活
で
東
京
近
郊
大
会
時
の
応
援

④�

東
京
香
川
県
人
会
定
期
総
会　

11
/
13
（
日
）
開
催

⒊ 

広
報
活
動

①�

広
報
紙「
紫
雲
会
東
京
」16
号
を
発
行

情
報
発
信

⒋ 

カ
ル
チ
ャ
ー
活
動

①
会
員
作
品
展
の
開
催

②
会
報
「
投
稿
コ
ー
ナ
ー
」

③
表
彰
対
象
者
の
募
集

⒌ 

紫
雲
会

�（
本
部
）（
大
阪
支
部
）
及
び
学
校
と
の

連
携
。

紫
雲
会
本
部
総
会　

９
月
23
日
（
祝
）

大
阪
支
部
70
周
年
記
念
総
会

６
月
11
日
（
土
）

令
和
４
年
度

支
部
活
動
計
画

第
17
回

ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
案
内

親
睦
・
交
流
委
員
長　

Ｓ
39
年
卒

大
森　

正

　　

　

令
和
4
年
度

東
京
支
部
定
期
総
会
の
ご
案
内

東
京
支
部
定
期
総
会
の
ご
案
内

東
京
支
部
定
期
総
会
の
ご
案
内

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
懸
念
か
ら
、
残

念
な
が
ら
紫
雲
会
東
京
支
部
定
期
総
会
の

開
催
が
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
不

透
明
な
感
染
状
況
で
す
が
7
月
に
紫
雲
会

東
京
支
部
定
期
総
会
を
計
画
い
た
し
ま
し

た
。実

行
委
員
会
が
満
を
持
し
て
『
サ
ン
ミ

高
松
本
店
』
に
て
皆
様
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
の
で
多
く
の
ご
出
席
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

記

⒈ 

日
　
時

令
和
４
年
７
月
２
日
（
土
）

12
時
〜
16
時

（�

受
付
は
11
時
〜  

お
早
目
に
お
越

し
く
だ
さ
い
）

⒉ 

場
　
所

サ
ン
ミ
高
松
本
店

東
京
都
中
央
区
銀
座
６
─

３
─

９

電
話　

０
３
─

５
５
６
８
─

３
３
２
０

⒊ 

交
　
通

東
京
メ
ト
ロ　
「
銀
座
駅
」
徒
歩
２

分
、
Ｊ
Ｒ
「
新
橋
駅
」
徒�

歩
７
分

⒋ 

会
　
費

１
面
参
照

⒌ 
次
　
第

開
会
、
校
歌
斉
唱
、
挨
拶
、
報
告
、

審
議
・
役
員
人
事
、
乾
杯
、
懇
談
、

万
歳
三
唱
、
閉
会

（
若
干
の
変
更
は
あ
り
ま
す
）

⒍ 

お
願
い

「
総
会
出
欠
ハ
ガ
キ
」
を
送
付
い
た

し
ま
す
の
で
、
締
切
日
ま
で
に
ご
投

函
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

紫雲会東京支部　令和４年度　予算
期間：令和4年4月1日〜令和5年3月31日　単位：円

収入 支出
前年度繰越 2,723,893
総会会費 775,000 総会費用 946,400
　男＠8,000Ｘ75名� 600,000 　料理　＠5,500Ｘ120名� 660,000
　女＠7,000Ｘ25名� 175,000 　飲料　＠1,320Ｘ120名� 158,400
お祝金 30,000

　懇談軽食� 15,000
　作品展示� 60,000
　雑費� 30,000
　表彰� 23,000

役員年会費 347,000 総会案内 会報発送費返信はがき他 200,000
一般年会費 610,000 事務消耗品・通信費 75,000

旅費交通費 175,000
会報賛助金・広告費 384,000 慶弔 40,000
　賛助金　　　124,000 振込負担金 50,000
　＠5,000Ｘ17名� 85,000 会議費補助 341,000
　＠3,000Ｘ13名� 39,000 　役員会� 99,000

　常任理事会� 44,000
　企業広告� 260,000 　年次幹事会� 120,000
　　＠50,000Ｘ4社� 200,000 　各委員会� 78,000
　　＠20,000Ｘ3社� 60,000

委員会補助金 55,000
本部補助金 300,000 　年次幹事委員会同期会助成金� 55,000

立替金入金予定 66,000 会報発行費16号紙 435,600
ホームページ更新委託費 70,000
事務局費 50,000
90周年記念積立 100,000
母校活動支援 200,000
予備費 100,000

当年収入合計　　　　　  （2,512,000） 当年支出合計　　　　　  （2,838,000）
次年度繰越 2,397,893

計 5,235,893 5,235,893

＊役員会 ・常任理事会 ・年次幹事会の出席者は、 会議費の半額程度と交通費の全額個人負担

＊常任理事会は 2回開催、 補助は 1回

＊各委員会の出席者は、 会議費の約半額と交通費全額個人負担

3 面　　令和 4年 6月 1日発行	 第16号紫雲会東京



①
記
念
の
勝
利

１
０
３
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大

会
に
出
場
し
た
母
校
高
松
商
業
は
当
初

の
14
日
の
予
定
が
、
８
月
19
日
に
順
延
と

な
り
作
新
学
院
と
対
戦
し
ま
し
た
。

試
合
は
３
回
裏
に
3
点
を
先
取
し
、
５

回
に
１
点
を
返
さ
れ
る
も
す
ぐ
に
３
点

を
取
っ
て
５
点
差
に
突
き
放
し
ま
す
が　

相
手
も
６
回
に
２
点
、
８
回
に
３
点
を
取

り
同
点
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
８
回
裏

に
一
挙
４
点
を
奪
い
9
回
の
反
撃
を
1

点
に
抑
え
10
─

７
で
見
事
に
夏
の
甲
子
園

大
会
25
年
ぶ
り
の
勝
利
を
つ
か
み
ま
し

た
。ま

た
こ
の
勝
利
は
、
大
正
・
昭
和
・
平

成
・
令
和
、
の
４
元
号
で
の
勝
利
と
な
り　

今
大
会
で
達
成
し
た
松
商
学
園
に
続
き

史
上
２
校
目
の
快
挙
で
し
た
。

さ
ら
に
高
松
商
業
と
し
て
は
春
（
37

勝
）
夏
（
23
勝
）
併
せ
て
60
勝
目
と
い
う

記
念
の
勝
利
で
し
た
。

②
粘
り
も
あ
と
一
歩

24
日
の
３
回
戦
で
は
優
勝
候
補
の
一

角
智
辯
和
歌
山
と
対
戦
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
入
場
制
限
が
あ
り
吹
奏
楽
部

も
入
場
で
き
ず
テ
ー
プ
で
応
援
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

相
手
に
先
行
さ
れ
る
展
開
か
ら
６
回

に
浅
野
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
反
撃
に

転
じ
、
９
回
に
は
３
─

５
ま
で
追
い
上
げ

ま
し
た
が
あ
と
一
歩
及
ば
ず
。
51
年
ぶ
り

の
ベ
ス
ト
８
進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

応援団への挨拶へ

会場への挨拶、有難う御座いました

大会当日、まずは入場行進から

浅野選手、快心の一発。本人も嬉しそうです 令和で初めて校歌が歌えました

このピンチを乗り切るには… 大正・昭和・平成・令和の４元号勝利を記念してのボールが作られました

３
月
25
日
か
ら
宇
都
宮
市
で
開
催
さ

れ
た
第
50
回
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
に
お
い
て
団
体
戦
で
女
子

チ
ー
ム
は
２
回
戦
で
米
子
北
に
３
─

２
で

勝
利
。
３
回
戦
に
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）、西

武
台
千
葉
と
対
戦
し
ま
し
た
が
１
─

３
で

敗
退
、
惜
し
く
も
ベ
ス
ト
８
進
出
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
男
子
チ
ー
ム
は
初
戦
で

比
叡
山
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、
初
戦
突
破

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
女
子
個
人
戦
の

シ
ン
グ
ル
ス
石
川
選
手
、
ダ
ブ
ル
ス
の
豊

口
／
石
川
ペ
ア
も
初
戦
突
破
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

あ
こ
が
れ
の
イ
チ

ロ
ー
さ
ん
と
出
会
っ

て
、
チ
ー
ム
と
し
て

も
個
人
的
に
も
意
識

が
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
特
に
基
本
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
す
。
イ
チ
ロ
ー
さ
ん

の
教
え
は
、
近
い
距
離
で
も
常
に
強
い

ボ
ー
ル
を
投
げ
る
。
そ
し
て
捕
球
し
た
ら

す
ぐ
に
握
り
か
え
て
す
ぐ
に
送
球
・
投
球

す
る
。
こ
れ
が
試
合
に
生
き
て
く
る
と
諭

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
黙
々
と

真
剣
な
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
始
ま
り
ま

し
た
。
毎
日
の
当
り
前
の
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
意
識
の
高
い

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。も

う
一
つ
、
チ
ー
ム
に
教
え
て
い
た
だ

い
た
の
は
走
塁
で
す
。
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
が

今
日
ま
で
に
築
き
上
げ
て
き
た
リ
ー
ド
、

打
球
の
判
断
な
ど
、
世
界
の
イ
チ
ロ
ー
の

極
意
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

教
え
が
、
バ
タ
バ
タ
し
て
い
た
僕
た
ち
の

走
塁
が
落
ち
着
い
た
冷
静
な
走
塁
へ
と

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
イ
チ
ロ
ー
さ
ん

も
「
と
て
も
落
ち
つ
き
が
出
て
、
全
く
違

う
チ
ー
ム
に
な
っ
た
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
去
年
、
智
辯
和
歌
山
は
イ
チ
ロ
ー

さ
ん
の
指
導
を
受
け
、
日
本
一
に
な
り
ま

し
た
。
次
は
、
僕
た
ち
が
日
本
一
に
な
り

ま
す
。
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
も
ず
っ
と
見
て
く

れ
て
い
る
か
ら
…
。

 

　

世
界
一
の
意
識
改
革

世
界
一
の
意
識
改
革

～
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
の
教
え
～

～
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
の
教
え
～

高
松
商
業
野
球
部
主
将　

浅
野
翔
吾

 

103103
回
夏
の
甲
子
園
大
会

回
夏
の
甲
子
園
大
会

 

　

卓
球
部
（
女
子
個
人
戦
）

卓
球
部
（
女
子
個
人
戦
）

選
抜
大
会　
ベ
ス
ト

選
抜
大
会　
ベ
ス
ト
1616

野
球
部  

熱
戦
、応
援
風
景

4 面　　令和 4年 6月 1日発行	 第16号紫雲会東京

サーブに集中する武下さん 卓球部監督と共に



３
月
24
日
か
ら
栃

木
県
宇
都
宮
市
に
て

開
か
れ
た
全
国
選
抜

大
会
に
、
私
た
ち
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
３

年
ぶ
り
に
男
女
で
団
体
の
部
に
出
場
し
ま

し
た
。
同
じ
く
男
女
で
出
場
し
た
平
成
19

年
度
の
大
会
で
は
、「
男
女
と
も
ベ
ス
ト
８
」

と
い
う
伝
統
あ
る
高
商
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

の
歴
史
の
な
か
で
も
、
快
挙
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
成
績
を
残
し
て
お
り
、
今
大
会

も
同
じ
く「
ベ
ス
ト
８
」以
上
と
い
う
目
標

を
掲
げ
臨
み
ま
し
た
。
し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍

で
練
習
は
制
限
さ
れ
、
揃
っ
て
再
開
で
き

た
の
は
大
会
二
週
間
前
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

初
戦
の
相
手
は
全
国
大
会
１
０
０
勝
以
上

の
実
績
を
持
つ
強
豪
校
で
あ
る
こ
と
を
考

甲
子
園
球
場
に

流
れ
る
校
歌
。
強

豪
、
作
新
学
院
に
勝

利
し
た
瞬
間
、
そ
こ

に
ア
ル
プ
ス
席
か
ら
の

校
歌
は
響
い
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ

に
よ
る
無
観
客
で
の
試
合
で
し
た
が
、多
く

の
高
商
応
援
団
の
力
は
、
背
中
に
感
じ
な

が
ら
選
手
は
最
後
ま
で
戦
い
続
け
た
と
思

い
ま
す
。
香
川
県
大
会
か
ら
の
奇
跡
は
、ベ

ン
チ
と
ス
タ
ン
ド
が一
体
と
な
っ
て
起
こ
し
た

も
の
で
す
。
そ
し
て
、そ
の
声
援
が
選
手
た

ち
の
「
あ
き
ら
め
な
い
心
」
を
育
て
て
く

れ
ま
し
た
。
多
く
の
応
援
を
は
じ
め
、す
べ

て
の
関
係
者
の
力
で
勝
ち
取
っ
た
大
正
・
昭

和
・
平
成
・
令
和
の
４
元
号
勝
利
。
そ
し

て
、高
松
商
業
甲
子
園
通
算
60
勝
。
節
目

の
舞
台
に
立
て
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
次
は
大
声
援
の
中
で
校
歌
を
大
合

唱
し
て
感
動
を
と
も
に
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

新
た
な
歴
史
を
刻
む
べ
く
課
題
を
克
服

し
、
さ
ら
に
進
化
し
て
甲
子
園
に
帰
っ
て
き

ま
す
。
今
後
も
ご
指
導
、
ご
声
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
４
年
３
月

20
、
21
日
に
全
国
高

校
柔
道
選
手
権
大
会

が
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
、本
校
か
ら
は

男
女
団
体
、
男
子
個
人
５
名
、
女
子
個
人

２
名
が
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
大
会
も

昨
年
に
引
き
続
い
て
無
観
客
で
の
開
催
で
、

陰
性
証
明
書
や
健
康
調
査
票
の
提
出
な

ど
、
厳
し
い
感
染
対
策
の
下
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
11
名
の
エン
ト
リ
ー

選
手
全
員
が
無
事
に
日
本
武
道
館
の
畳
の

上
に
立
て
た
こ
と
が
本
当
に
良
かっ
た
と
思
い

ま
す
。
結
果
は
、男
女
団
体
と
も
に
３
回
戦

８
月
の
定
期
演
奏

会
終
了
後
に
９
名
の

３
年
生
が
残
り
、
総

勢
42
名
で
12
月
に
開

催
さ
れ
た
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

前
回
の
ビ
デ
オ
審
査
と
は
違
い
、
今
回
は

２
年
振
り
に
S
S
A
（
さ
い
た
ま
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ
）
で
の
開
催
と
な
り
、
生

徒
た
ち
の
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る
喜

び
は
例
年
以
上
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
入
場
券
の
一
般
販

売
は
な
く
、
紫
雲
会
東
京
支
部
の
皆
様
に

会
場
で
私
た
ち
の
演
奏
・
演
技
を
見
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

非
常
に
残
念
で
し
た
。

今
回
の
作
品
は
「
A
F
R
I
C
A
」
を

 

　

え
る
と
、
厳
し
い
試
合
に
な
る
こ
と
は
覚

悟
し
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
１
─
３
で
初
戦

敗
退
と
な
り
、全
国
ベ
ス
ト
８
の
壁
の
高
さ

を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
し
か
し
同
時

に
、
強
豪
校
を
相
手
に
互
角
に
戦
え
る
場

面
も
あ
り
、あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
勝
利
を

も
の
に
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
悔
し
さ
が

残
る
価
値
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
機
に
自
分
た
ち
の
力
を
も
う
一

度
見
直
し
、
夏
に
向
け
て
さ
ら
に
成
長
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
忙
し
い
中
、

現
地
ま
で
駆
け
つ
け
く
だ
さ
っ
た
紫
雲
会

東
京
支
部
北
條
支
部
長
様
や
池
田
会
報
委

員
長
様
を
は
じ
め
、
応
援
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
方
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

敗
退
（
ベス
ト
16
）、女
子
52‌

kg
級
に
出
場
し

た
髙
橋
梨
花
に
お
い
て
も
３
回
戦
敗
退（
ベス

ト
16
）
と
い
う
例
年
以
上
の
成
績
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
男
子
団
体
で
は
、２

回
戦
で
東
京
都
代
表
の
足
立
学
園
高
校
に

逆
転
で
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
出

場
選
手
全
員
の
今
大
会
に
懸
け
る
強
い
思

い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、夏
に
向
け
て
大
き

な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
期
間
中
、
支
部
長
の
北
条
様
、
副

支
部
長
の
池
田
様
に
は
宿
泊
先
ま
で
激
励

に
駆
け
付
け
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
、
紫
雲
会
の

皆
様
に
は
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り

良
い
結
果
が
ご
報
告
で
き
る
よ
う
日
々
努
力

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご

支
援
、
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

 「
挑
戦
」

「
挑
戦
」

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
女
子
顧
問　

三
枝
幸
奈

 

新
た
な
歴
史
の
ス
タ
ー
ト

新
た
な
歴
史
の
ス
タ
ー
ト

野
球
部
監
督　

長
尾
健
司

記
念
す
べ
き
第

１
０
０
回
全
国
高
等

学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
が
、
新
国
立

競
技
場
で
開
催
さ
れ

本
校
は
４
年
ぶ
り
24
回
目
の
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。

試
合
は
、
12
月
31
日
埼
玉
県
N
A
C
K

５
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
鹿
島
学
園
高
校
（
茨
城

県
）と
対
戦
し
ま
し
た
。
選
手
は
キ
ッ
ク
オ
フ

か
ら
雰
囲
気
に
呑
ま
れ
る
こ
と
な
く
堂
々
と

し
た
立
ち
上
が
り
で
し
た
。
し
か
し
、
前
半

終
了
間
際
に
失
点
を
許
す
と
、
後
半
立
ち

上
が
り
に
も
、
追
加
点
を
奪
わ
れ
て
苦
し
い

展
開
と
な
り
ま
し
た
。
選
手
は
最
後
ま
で
諦

め
ず
に
戦
い
ま
し
た
が
、
全
国
と
の
差
を
感

じ
た
試
合
で
し
た
。

一
昨
年
よ
り
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
部

活
動
時
間
や
県
外

遠
征
等
の
制
限
が
か

か
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
り
、そ
の
中
で

計
画
的
且
つ
自
主
性
を
持
っ
て
活
動
が
で

き
る
か
試
さ
れ
る
日
々
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
全
大
会
が
無
観
客
で
は
あ
り
ま
す

が
、
実
施
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
県
総
体
で
は
団
体

優
勝
、
ダ
ブ
ル
ス
で
赤
松
（
３
年
）・
豊
口

（
２
年
）
が
優
勝
、シ
ン
グ
ル
ス
で
豊
口
が
優

勝
、
石
川
（
２
年
）
が
準
優
勝
し
、
三
冠

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四
国
総
体
で

も
団
体
優
勝
、
ダ
ブ
ル
ス
で
赤
松
・
豊
口
が

準
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
豊
口
が
優
勝
、
石

川
が
準
優
勝
し
二
冠
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
全
国
総
体
の
団
体
戦
で
は
ベ
ス
ト
４
に

入
賞
し
た
チ
ー
ム
に
チ
ャ
ン
ス
を
掴
み
か
け

ま
し
た
が
敗
戦
し
、
個
人
戦
も
悔
し
い
結

果
と
な
っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。
全
国
の
厳
し

さ
を
知
る
と
と
も
に
何
よ
り
自
分
た
ち
に

も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
感
じ
た
た
め
、
新

チ
ー
ム
で
は
『
全
国
大
会
ベ
ス
ト
４
』
を
掲

げ
、
高
商
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
新
し
い

伝
統
を
刻
む
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
昨
年
行
わ
れ
た
県
選
抜
大
会
で
は
、

団
体
で
４
年
連
続
優
勝
、
ダ
ブ
ル
ス
で
豊

口
・
石
川
が
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
石
川
が

優
勝
し
三
冠
し
ま
し
た
。
四
国
予
選
会
で

は
、
団
体
優
勝
、
ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝
、
シ
ン

グ
ル
ス
優
勝
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

勝
負
の
場
で
あ
る
全
国
選
抜
大
会
で
は
厳

し
い
練
習
環
境
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、必
死

に
自
分
た
ち
の
目
標
達
成
の
た
め
戦
っ
て

き
ま
し
た
。
結
果
、団
体
ベ
ス
ト
16
と
目
標

に
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
夏
に
向
け
て
の

新
し
い
課
題
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
常
勝
高
商
の
名
に

恥
じ
ぬ
よ
う
、そ
し
て
よ
り
良
い
結
果
が
報

こ
の
チ
ー
ム
の
テ
ー
マ
は
「
誠
心
誠
意
」
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
練
習
や
遠
征
が
制
限
さ
れ
る

中
、選
手
た
ち
は
自
分
と
向
き
合
う
時
間
が

長
く
続
き
ま
し
た
。
県
予
選
で
は
、
初
戦
を

延
長
戦
で
勝
利
し
、
そ
の
後
も
P
K
戦
を

勝
ち
抜
く
な
ど
苦
し
い
試
合
展
開
を
チ
ー
ム

全
員
で
乗
り
越
え
て
優
勝
を
掴
み
取
り
ま

し
た
。
主
将
の
佐
藤
海
七
多
は
試
合
後
に
、

「
優
勝
は
、
全
員
で
勝
ち
取
っ
た
勝
利
で
あ

り
、
選
手
の
力
だ
け
で
な
い
。
ス
タ
ン
ド
や

T
V
で
応
援
し
て
く
れ
た
人
。
陰
で
支
え
て

く
れ
た
全
て
の
方
々
の
お
陰
で
優
勝
で
き

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
大
会
を
通
し
て
人
間

と
し
て
も
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
感
じ
ま
し
た
。

柴
雲
会
東
京
支
部
の
皆
様
に
は
、会
場
に

た
く
さ
ん
の
方
が
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、ス

タ
ン
ド
を
黄
色
に
染
め
上
げ
、
熱
い
声
援
を

送
って
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
高
松
商
業
高
校

サ
ッ
カ
ー
部
と
し
て
伝
統
を
誇
り
に
更
に
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

テ
ー
マ
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
広
大
で
豊

か
な
大
地
、
美
し
い
自
然
、
独
特
の
文
化

を
表
現
し
ま
し
た
。
本
番
で
の
生
徒
た
ち

は
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
大
き

な
ミ
ス
も
な
く
憧
れ
の
舞
台
で
堂
々
と
高

商
の
マ
ー
チ
ン
グ
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
結
果
は
銀
賞
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。
１
・
２
年
生
に
は
、あ
の

大
き
な
会
場
で
大
勢
の
お
客
様
の
前
で
自

分
た
ち
の
マ
ー
チ
ン
グ
を
披
露
で
き
る
喜

び
を
忘
れ
ず
に
、
次
回
も
全
国
大
会
に
出

場
で
き
る
よ
う
に
努
力
を
重
ね
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
会
前
日
に

ホ
テ
ル
ま
で
激
励
に
来
て
い
た
だ
い
た
北

條
支
部
長
様
、
池
田
副
支
部
長
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と

も
心
温
か
い
ご
支
援
・
ご
指
導
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

22
年
振
り
の

年
振
り
の
S
S
A

S
S
A

吹
奏
楽
部
顧
問　

香
川
聡
士

告
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

　

全
国
高
校
柔
道
選
手
権

全
国
高
校
柔
道
選
手
権

大
会
出
場

大
会
出
場柔

道
部
顧
問　

大
高
直
土

 

　

４
年
ぶ
り

４
年
ぶ
り
2424
回
目
全
国
高
校

回
目
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

サ
ッ
カ
ー
部
監
督　

川
原
寅
之
亮

 

　

全
国
選
抜
大
会

全
国
選
抜
大
会

男
女
ア
ベ
ッ
ク
出
場

男
女
ア
ベ
ッ
ク
出
場

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
顧
問  

Ｈ
15
年
卒  

山
本
敏
雄

5 面　　令和 4年 6月 1日発行	 第16号紫雲会東京



（
敬
称
略
）

　

●
広
告

溝
渕　

利
幸
（
昭
和
28
年
卒
）

安
西　
　

愈
（
昭
和
32
年
卒
）

楠　

昭
次
郎
（
昭
和
35
年
卒
）

秋
山　

典
久
（
昭
和
52
年
卒
）

堀　
　

眞
英
（
昭
和
54
年
卒
）

　

●
五
千
円佃　

　

昭
幸
（
昭
和
31
年
卒
）

谷
本　

清
彦
（
昭
和
32
年
卒
）

関　
　

邦
義
（
昭
和
33
年
卒
）

山
中
イ
ツ
子
（
昭
和
34
年
卒
）

造
田　
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（
昭
和
36
年
卒
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昭
（
昭
和
36
年
卒
）
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和
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北
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（
昭
和
39
年
卒
）

池
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政
廣
（
昭
和
39
年
卒
）

入
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稔
（
昭
和
39
年
卒
）

大
森　
　

正
（
昭
和
39
年
卒
）

鈴
木　

伸
二
（
昭
和
40
年
卒
）

西
木　

茂
雄
（
昭
和
41
年
卒
）

串
田　

裕
司
（
昭
和
46
年
卒
）

滝　
　

健
一
（
昭
和
50
年
卒
）

萬
納　

宏
俊
（
昭
和
51
年
卒
）

福
光　
　

徹
（
昭
和
56
年
卒
）

　

●
三
千
円𠮷

川　

俊
夫
（
昭
和
33
年
卒
）

中
西　
　

勲
（
昭
和
33
年
卒
）

香
西　

久
信
（
昭
和
39
年
卒
）

室
井
三
千
代
（
昭
和
42
年
卒
）

久
保　

文
典
（
昭
和
45
年
卒
）

岡
本
え
り
子
（
昭
和
46
年
卒
）

藤
川　

和
信
（
昭
和
46
年
卒
）

本
多　

市
子
（
昭
和
46
年
卒
）

尾
崎　

行
雄
（
昭
和
49
年
卒
）

塚
本　

初
江
（
昭
和
49
年
卒
）

福
西
佐
都
美
（
昭
和
51
年
卒
）

太
田
郁
治
郎
（
昭
和
56
年
卒
）

谷
村　

祥
子
（
昭
和
56
年
卒
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紫
雲
会
東
京
支
部

の
皆
様
に
は
日
頃
か

ら
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
、
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

令
和
２
年
の
年
初
か
ら
始
ま
っ
た
コ

ロ
ナ
禍
で
、
日
本
中
、
世
界
中
が
停
滞
し

て
い
ま
す
。
本
部
の
総
会
も
東
京
支
部
の

総
会
も
、
こ
の
２
年
間
開
催
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
皆
様
と
お
会
い
し
、
親
交
を
深

め
る
機
会
が
失
わ
れ
た
事
を
残
念
に

思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
総
会
を
開

き
皆
様
と
交
流
が
出
来
る
事
を
願
っ
て

い
ま
す
。

母
校
に
お
い
て
は
、
本
年
３
月
に
北
体

育
館
が
新
築
落
成
し
ま
し
た
。
中
を
拝
見

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

の
コ
ー
ト
が
一
面
と
れ
る
広
さ
が
あ
り

東
京
支
部
の
皆
様

に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

東
京
支
部
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、一昨
年
か
ら
の
コロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
が
収
ま
ら
ず
紫
雲
会
活
動
も
支
部

総
会
を
始
め
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
中
止
と
な

り
、
令
和
２
年
か
ら
今
に
至
る
ま
で
こ
の
２

年
間
は
自
粛
の
日
々
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。母

校
高
松
商
業
が
出
場
し
た
昨
年
夏
の

甲
子
園
大
会
で
は
、
コロ
ナ
感
染
防
止
の
た

め
球
場
で
の
応
援
が
叶
わ
ず
、
や
む
を
得
ず

テ
レ
ビ
で
の
応
援
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
た

ち
の
活
躍
で
私
た
ち
に
大
き
な
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
は
甲
子
園
出
場
、そ

し
て
紫
雲
会
挙
げ
て
の
応
援
が
で
き
ま
す
こ

ま
す
。
天
井
が
高
く
広
く
感
じ
ま
す
。
た

だ
、
観
客
席
は
あ
り
ま
せ
ん
。
旧
体
育
館

の
外
壁
に
設
置
さ
れ
て
い
た
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
（
昭
和
四
四
年
卒
業
生
が
寄
贈
）
は
新

体
育
館
の
中
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。
長
年

の
汚
れ
を
落
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

ま
し
た
。

県
が
建
て
て
く
れ
た
の
は
、
建
物
だ
け

で
、
備
品
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
備
品
に

つ
い
て
は
、
１
２
０
周
年
の
寄
付
金
で
整

備
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
、

皆
様
の
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、新
体
育
館
の
西
側（
正
門
を
入
っ

て
す
ぐ
右
手
）
に
庭
が
あ
り
、
野
球
部
の

栄
光
を
称
え
る
石
碑
な
ど
が
沢
山
あ
り
ま

し
た
が
、こ
の
庭
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、

石
碑
な
ど
が
見
や
す
い
よ
う
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
母
校
に
立
ち
寄
ら
れ
た
折
に

は
、
是
非
こ
ち
ら
も
ご
覧
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
支
部
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

と
を
願
って
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、大
阪
支
部
が一昨
年
６
月
に
予

定
し
て
い
ま
し
た
大
阪
支
部
創
立
70
周
年

記
念
総
会
も
コロ
ナ
禍
の
た
め
数
回
に
わ
た

り
延
期
と
な
って
い
ま
し
た
が
、本
年
６
月
11

日
に
心
斎
橋
の
大
成
閣
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
東
京
支
部
の
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、紫
雲
会
活
動
も
組
織
の
高
齢
化
と

と
も
に
女
性
会
員
の
比
率
が
増
加
し
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
た

組
織
の
若
返
り
、女
性
会
員
の
積
極
的
な
登

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
東
京
支
部
と
共
に
高
松
の
本
部
を

支
え
る
両
輪
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
両
支
部
の

先
輩
諸
氏
が
築
か
れ
た
伝
統
と
連
携
協
調

の
和
を
よ
り一層
深
め
る
べ
く
、紫
雲
会
活
動

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
紫
雲
会
東
京
支

部
の
今
後
の
益
々
の
ご
発
展
並
び
に
会
員
の

皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

紫
雲
会
会
長
挨
拶

紫
雲
会
会
長　

Ｓ
43
年
卒　

岡　

義
博

紫
雲
会
大
阪
支
部
長
挨
拶

紫
雲
会
大
阪
支
部
長　

Ｓ
40
年
卒　

北
畠
昭
二

紫
雲
会
東
京
支
部

の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
本
校
の
教
育
活
動

に
対
し
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
例
年
以
上
に
本
校
の

生
徒
を
は
じ
め
関
係
者
が
躍
動
し
た
年

で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
主
な
出
来

事
を
箇
条
書
き
に
し
て
み
ま
し
た
。

７
月　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
競
技
に
卒
業
生
の
塩
田
沙
代

選
手
、大
山
真
奈
選
手
（
共
に
北
國
銀
行
）

が
出
場
。

８
月　

全
国
高
校
総
体
で
ヨ
ッ
ト
部

が
４
種
目
で
、
剣
道
部
女
子
が
団
体
で
初

の
５
位
入
賞
。
珠
算
・
電
卓
部
が
団
体
２

種
目
で
入
賞
。

８
月　

夏
の
甲
子
園
大
会
出
場
。
初
戦

突
破
し
25
年
ぶ
り
の
夏
の
校
歌
。

10
月　

３
年
森
颯
太
さ
ん
が
統
計

デ
ー
タ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
統
計
数

理
賞
受
賞
。

10
月　

１
年
谷
本
那
津
さ
ん
が
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
走
高
跳
で
優
勝
。

10
月　

飯
沼
愛
さ
ん
（
３
年
に
在
籍
、

当
時
休
学
中
）
が
女
優
デ
ビ
ュ
ー
。

10
月　

末
包
昇
大
選
手（
大
阪
ガ
ス
）が

広
島
カ
ー
プ
か
ら
ド
ラ
フ
ト
６
位
指
名
。

12
月　

イ
チ
ロ
ー
さ
ん
が
野
球
部
の

指
導
の
た
め
に
来
県
。

12
月　

高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

に
４
年
ぶ
り
24
回
目
の
出
場
。

今
年
度
は
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
に
男
女
各
11
の
部
で
74
名
、
文
化

部
も
夏
に
７
つ
の
部
で
40
名
が
全
国
大

会
出
場
。
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
は
冬
に
埼

玉
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
の
全
国
大
会

に
、
春
の
全
国
選
抜
大
会
に
は
７
つ
の
部

が
出
場
す
る
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
夏
に
は
24
年
ぶ
り
に
四
国
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く

昨
年
12
月
６
日

（
月
）〜 

12
日（
日
）、

マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア

ラ
ン
プ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
「
第
16
回
ア
ジ

ア
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
」

で
綾
瀬
２
丁
目
在
住
の
宮
本
洋
子
さ
ん

（
66
）
歳
以
上
の
ク
ラ
ス
で
１
０
０
M
、

80
M
ハ
ー
ド
ル
、３
０
０
M
ハ
ー
ド
ル
で

見
事
に
１ 

位
を
獲
得
し
た
。

今
回
、
出
場
し
た
３
種
目
の
う
ち
ハ
ー

ド
ル
２
種
目
で
大
会
新
を
記
録
。
こ
の
結

果
に
「
ア
ジ
ア
で
は
日
本
が
強
い
の
で
、

大
会
新
記
録
は
出
ま
し
た
が
、
自
分
の
持

つ
ア
ジ
ア
記
録
を
塗
り
替
え
ら
れ
な

か
っ
た
の
が
残
念
で
す
。」
と
宮
本
さ
ん
。

シ
ー
ズ
ン
中
は
、
全
国
各
地
の
大
会
に

月
１
回
は
参
加
し
て
回
っ
て
い
る
と
い

う
。
陸
上
を
や
っ
て
い
て
「
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
て
る
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し

 

令
和
３
年
度
総
括

　
　

香
川
県
立
高
松
商
業
高
校　

校
長

　

渡
邊
浩
三

の
本
校
生
徒
が
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
活
躍
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
設
中
で
あ
っ
た
新
南
体
育
館

は
２
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。
北
体
育
館

と
同
様
に
１
階
部
分
が
ピ
ロ
テ
ィ
、
２
階

か
ら
が
フ
ロ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

体
育
館
は
正
規
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

が
取
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
日
々
の
学
校
生
活
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
が
、
早
く
生
徒
が

安
心
し
て
学
校
行
事
や
部
活
動
等
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
日
常
が
戻
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

東
京
支
部
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
関
東
方
面
で
の
大
会
出
場
に
際
し
激

励
に
か
け
つ
け
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

い
」
と
話
す
。
そ
れ
は
「
自
分
が
健
康
で

な
け
れ
ば
立
て
な
い
場
所
で
あ
り
、
そ
こ

に
立
つ
こ
と
が
元
気
で
長
く
生
き
ら
れ
る

こ
と
だ
」と
考
え
て
い
る
か
ら
。“
今
日
の

我
に
明
日
は
勝
つ
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
今

年
の
７
月
に
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
る
世
界

大
会
ま
で
元
気
に
走
り
続
け
る
。

最
後
に
宮
本
さ
ん
は「
マ
ス
タ
ー
ズ
は
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
よ
う
に
き
つ
い
練
習
を
し
て
競

う
大
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
年
代
の
人

と
、
自
分
の
好
き
な
競
技
に
参
加
し
て
楽

し
む
大
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
」
と
話
す
。

【
ア
ジ
ア
大
会
で
の
宮
本
さ
ん
の
結
果
】

▼
１
０
０
M
＝
16 

秒
82
（
１
位
）

▼
80
M
ハー
ド
ル
＝
17
秒
63（
１
位
、大
会
新
）

▼
３
０
０
M
ハ
ー
ド
ル
＝
１
分
07 

秒
56

（
１
位
、
大
会
新
）

※
ち
な
み
に
宮
本
さ
ん
が
持
つ
ア
ジ
ア
記

録
は
３
０
０
M
ハ
ー
ド
ル
の
１
分
02
秒
92

 

　

ア
ジ
ア
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
大
会
で

ア
ジ
ア
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
大
会
で

３
種
目
制
覇

３
種
目
制
覇Ｓ

38
年
卒　

宮
本
洋
子

今
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
走
友
は
？
と
案
じ

て
お
り
ま
す
。
過
去
の
世
界
マ
ス

タ
ー
ズ
で
凌
ぎ
を
削
っ
た
走
友
で
も
あ

り
、
気
が
か
り
で
す
。
心
な
い
戦
争
に
憤

り
を
覚
え
、
ま
た
、
一
日
も
早
い
平
和
の

訪
れ
を
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
十

余
年
前
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
会
の
も
の
で

す
。

　

お元気ですか？ ウクライナの走友
ハードルを飛ぶ宮本さん

＝国立競技場で

令
和
４
年
度

会
報
賛
助
金
提
供
者

6 面　　令和 4 年 6 月 1 日発行	 第16号紫雲会東京



12
月
31
日
、
さ
い
た
ま
市
の
N
A
C
K

５
ス
タ
ジ
ア
ム
大
宮
で
開
催
さ
れ
た
初
戦

（
２
回
戦
）は
茨
城
県
代
表
の
鹿
島
学
園
と

対
戦
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
応
援
団
に
は
人
数
制

限
（
２
５
０
名
）
と
、
事
前
登
録
と
い
う

制
約
が
あ
り
ま
し
た
が
学
校
か
ら
は　

渡

邊
校
長
先
生
以
下
生
徒
の
皆
さ
ん　

サ
ッ

カ
ー
部
家
族
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
東
京
支

部
と
大
阪
支
部
、
さ
ら
に
愛
知
県
か
ら
の

参
加
者
で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
席
を
あ

け
て
応
援
し
ま
し
た
。

試
合
は
何
度
か
ゴ
ー
ル
前
に
攻
め
込
み

ま
し
た
が
、
前
半
終
了
間
際
の
40
分
と
後

半
開
始
早
々
の
４
分
に
失
点
し
０
─

２
で

３
回
戦
進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

３
月
20
日
か
ら
東
京
の
日
本
武
道
館
で

開
催
さ
れ
た
第
44
回
全
国
高
校
柔
道
選
手

権
大
会
に
お
い
て
団
体
戦
は
男
子
女
子
と

も
ベ
ス
ト
16
に
揃
っ
て
進
出
し
ま
し
た
。

ま
た
個
人
戦
（
体
重
別
各
５
階
級
）
で

男
子
５
階
級
（
60
Ｋ
細
川
選
手
・
66
Ｋ
喜

多
選
手
・
73
Ｋ
松
本
選
手
・
81
Ｋ
南
原
選

手
・
無
差
別
児
島
選
手
）、
女
子
２
階
級

（
52
K
高
橋
選
手
・
無
差
別
真
鍋
選
手
）

に
出
場
し
、
高
橋
選
手
が
ベ
ス
ト
16
に
、

喜
多
選
手
・
松
本
選
手
・
南
原
選
手
も
２

回
戦
に
進
出
し
ま
し
た
。

�

（
５
面
参
照
）

コロナ禍では応援もただ見守るだけ 皆さんの活躍をシッカリと見ていすよ‼

試合前、相手チームとの顔合わせいよいよキックオフ熱戦むなしく負けてしまった。無念！

ゴール前の競り合い イザ！ 出陣‼応援団への挨拶

サ
ッ
カ
ー
部

第
100
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

４
年
ぶ
り
24
回
目
の
出
場

柔
道
部　
高
校
柔
道
選
手
権
大
会

男
子
・
女
子
団
体
戦

女
子
個
人
戦
も　
ベ
ス
ト
16

サッカー部 熱戦、 応援風景

7 面　　令和 4 年 6 月 1 日発行	 第16号紫雲会東京

川
柳
　
俳
句
　
短
歌

Ｓ
33
年
卒　

𠮷
川
俊
夫 

様

・
桜
花　

ひ
ら
と
舞
う
か
よ

武
相
荘（
ぶ
あ
い
そ
う
）

（
白
洲
次
郎
邸
前
に
て
）

・
会
も
な
く　

語
ら
い
も
な
く　

春
過
ぎ
る

（
総
会
開
催
の
期
待
を
込
め
て
）

・
か
な
文
字
の　

音
な
き
流
れ　

涼
し
け
れ

・
天
麩
羅
の　

苦
み
ほ
の
か
な　
ふ
き
の
と
う

・
錆
び
て
な
ほ　

深
き
音
色
の　

鉄
風
鈴

・
銃
弾
が　
デ
モ
に
飛
び
交
う　

春
の
闇

・
馬
齢
と
は　

馬
に
失
礼　

風
薫
る

・
私
な
ら
か
う
聞
く
だ
ろ
う
と　

考
え
て　

国
会
中
継　

眺
め
お
り
き
り

・
三
十
分　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
増
員
し

今
日
も
見
て
い
る
テ
レ
ビ
通
販

・
枯
れ
る
け
ど　

散
ら
な
い
と
ゆ
う
紫
陽

花
の
生
き
方
も　

ま
た
あ
り
か
と
思
う

・
幸
せ
は
ま
る
い
と
相
場
が
決
ま
っ
て
て

ミ
カ
ン
、ど
ら
焼
き
、ね
こ
、ゆ
き
だ
る
ま

Ｓ
37
年
卒　

若
宮
利
夫 

様

・
日
が
昇
り
五
十
鈴
の
川
に
そ
そ
が
れ
る

新
た
な
年
の
光
清
し
い

・
尽
日
の
先
を
払
う
や
雪
化
粧

厚
く
積
も
り
て
雪
掻
き
さ
せ
な

・
お
り
て
く
る
雪
に
向
か
い
て
口
ひ
ろ
げ

五
歳
の
こ
ろ
は
眼
が
食
べ
た

・
お
い
コ
ロ
ナ
き
み
が
こ
わ
く
て
遠
出
せ
ず

筋
肉
は
減
り
体
重
増
え
る

・
コ
ロ
ナ
禍
で
墓
参
に
帰
れ
ぬ
二
年
半

先
祖
は
待
って
る
線
香
の
煙
り

・
高
松
で
先
祖
の
眠
る
墓
前
に

花
と
線
香
を
た
れ
か
手
向
け
て

元
教
師　

森　

孝
枝 

様

・
春
愁
や　

肌
に
冷
た
き　

首
飾

・
囀
を
聞
く　

神
苑
の　

空
広
し

・
春
潮
や　

瀬
戸
内
海
の　

島
多
き

・
春
潮
を　

渡
り
て
故
郷　

近
づ
き
ぬ

・
母
在
さ
ぬ　

庭
に
木
木
の
芽　

吹
き
を
り

・
遠
蛙　

聞
き
て
な
つ
か
し　

母
の
家

・
借
命
と
ふ　

言
葉
の
重
し　

春
立
つ
日

Ｓ
33
年
卒　

関　

邦
義 

様

・
こ
れ
見
よ
に　

競
い
咲
き
し
ぞ　

老
い
桜

・
今
も
な
を　

咲
い
て
に
お
う
る　

老
い
桜

・
咲
き
染
め
て　

名
残
惜
し
む
や　

老
い
桜

・
細
枝
に　

今
日
も
咲
き
し
か　

老
い
桜

五
行
歌

Ｓ
35
年
卒　

福
家
貴
美 

様

・
雪
の
か
わ
り
に

埃
を
被
り

家
を
守
っ
て
い
る
笠
地
蔵

ま
だ
マ
ス
ク
が
必
要
な
か
っ
た
頃
の

笑
み
を
湛
え
て

・
高
級
な

食
事
を
し
て
い
る
よ
う
な

白
鷺
の

立
ち
居
振
舞
い

青
田
の
そ
よ
ぎ
を
テ
ー
ブ
ル
に

柔道部女子の皆さん柔道部男子の皆さん



　

　

　

１ 

吹
奏
楽
部

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

銀
賞
受
賞

12
月
12
日
、さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
た
２
年
ぶ
り
の
大
会
で
高

商
吹
奏
楽
部
は
小
編
成
（
50
人
以
下
）
の

部
で
１
昨
年
に
続
き
、
銀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。（
昨
年
度
は
ビ
デ
オ
に
よ
る
審
査
）

し
ま
し
た
が
１
─

３
で
敗
退
、
惜
し
く
も

ベ
ス
ト
８
進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

男
子
チ
ー
ム
は
初
戦
で
比
叡
山
と
対
戦
し

ま
し
た
が
、
初
戦
突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
女
子
個
人
戦
の
シ
ン
グ
ル
ス
石
川

選
手
、
ダ
ブ
ル
ス
の
豊
口
／
石
川
ペ
ア
も

初
戦
突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

１
昨
年
ま
で
は
四
国
地
区
の
出
場
枠
が

２
校
で
し
た
が
今
回
は
１
校
と
な
り
、
全

体
の
出
場
チ
ー
ム
も
減
少
す
る
中
で
の
出

場
で
し
た
。

２ 

男
子
、
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

50
回
選
抜
大
会

３
年
ぶ
り

女
子
団
体
ベ
ス
ト
16

３
月
25
日
か
ら
宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ

た
第
50
回
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
に
お
い
て
団
体
戦
で
女
子
チ
ー
ム

は
3
回
戦
に
進
出
、
西
武
台
千
葉
と
対
戦

令
和
４
年
度

『
表
彰
者
の
ご
紹
介
』

表
彰
検
討
委
員
長　

Ｓ
39
年
卒　

入
谷　

稔

「
２
０
２
２
年
度
」
の
表
彰
予
定
者

𠮷
川
　
俊
夫
　
氏

𠮷
川
俊
夫
氏
は
、
紫
雲
会
東
京
の

会
報
に
長
年
に
亘
り
、
継
続
的
に
会

報
の
「
俳
壇
・
花
壇
」
に
俳
句
と
短

歌
を
各
数
点
ず
つ
投
稿
さ
れ
会
報
に

花
を
添
え
ら
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
紫
雲
会
の
継
続
と
発
展
に
積

極
的
に
寄
与
さ
れ
、
紫
雲
会
東
京
支

部
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

物
故
者

昭
和
24
年
卒
　
小
西　

哲
雄
　
様

昭
和
25
年
卒
　
小
笠
原
希
朗
　
様

昭
和
29
年
卒
　
亀
井　

利
治
　
様

昭
和
29
年
卒
　
横
山　

時
博
　
様

昭
和
33
年
卒
　
田
所　

健
一
　
様

昭
和
37
年
卒
　
地
下　
　

清
　
様

昭
和
38
年
卒
　
宮
本　

澄
子
　
様

昭
和
41
年
卒
　
泉
保　

政
博
　
様

昭
和
42
年
卒
　
中
條　

恒
憲
　
様

昭
和
47
年
卒
　
井
間　

雅
彦
　
様

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

昭和22年卒 松木　　弘
〃 23年卒 重成　清示
〃 27年卒 岩田　孝之
〃 28年卒 溝渕　利幸
〃 28年卒 玉置　　収
〃 28年卒 小西　弘美
〃 28年卒 幅多　盛隆
〃 29年卒 細谷　通世
〃 29年卒 佃　　耕休
〃 29年卒 内海　昭夫
〃 30年卒 熊田　鍈二
〃 30年卒 高重　晴夫
〃 30年卒 上原　　毅
〃 30年卒 植松　建三
〃 30年卒 大川　倭男
〃 30年卒 長尾　三生
〃 31年卒 宇田川四郎
〃 31年卒 佃　　昭幸
〃 31年卒 岡田　親司
〃 31年卒 山田　二郎
〃 31年卒 松本　　篤
〃 31年卒 大山　義男
〃 31年卒 長尾　利之
〃 31年卒 矢野　武文
〃 31年卒 松下　雅子
〃 31年卒 日原　朋子
〃 31年卒 福崎恵美子
〃 31年卒 寒川　光代
〃 31年卒 木場　博子
〃 32年卒 安西　　愈
〃 32年卒 安西　　彰
〃 32年卒 谷本　清彦
〃 32年卒 佐々木　修
〃 32年卒 高橋　正一
〃 32年卒 松原　輝雄
〃 32年卒 山下登志子
〃 33年卒 関　　邦義
〃 33年卒 中西　　勲
〃 33年卒 吉川　俊夫
〃 33年卒 柴本　俊夫
〃 33年卒 安西　公夫
〃 33年卒 岩瀬　　博
〃 33年卒 小原　　清
〃 33年卒 植松　輝尚
〃 33年卒 柴原　　昇
〃 33年卒 小畑　和子
〃 33年卒 小林　紀子
〃 33年卒 八木妃佐子
〃 34年卒 山中イツ子
〃 34年卒 多田　正美
〃 34年卒 石川　陽造
〃 34年卒 岡田　茂弘
〃 34年卒 広田　紀子
〃 34年卒 渡辺　君子
〃 34年卒 松岡　耕平
〃 34年卒 福西　勝利
〃 35年卒 久保　祐三
〃 35年卒 高畠　　保
〃 35年卒 多田　輝雄
〃 35年卒 増田　修也
〃 35年卒 宮武　　勝
〃 35年卒 吉川　　喬
〃 35年卒 横塚千恵子
〃 35年卒 山上　晁子
〃 35年卒 福家　貴美

昭和36年卒 造田　貞男
〃 36年卒 吉田　勝昭
〃 36年卒 斎藤　　昭
〃 36年卒 高畠　武司
〃 36年卒 黒川　達夫
〃 36年卒 川西　憲造
〃 36年卒 太山喜代一
〃 36年卒 槌矢　弘道
〃 36年卒 田所　幸子
〃 36年卒 杉本伊佐子
〃 36年卒 末澤　晴代
〃 36年卒 坂東　教雄
〃 36年卒 長尾　一郎
〃 36年卒 鶴身昭三郎
〃 36年卒 藤堂　光男
〃 36年卒 木村　　功
〃 36年卒 福山　浩三
〃 36年卒 北川　　寛
〃 36年卒 尾崎美智子
〃 36年卒 麓　　淑子
〃 36年卒 宮下　恵子
〃 37年卒 加藤　勝利
〃 37年卒 碓井　茂美
〃 37年卒 塩谷　健一
〃 37年卒 荒巻　正典
〃 37年卒 高谷　　登
〃 37年卒 鹿庭　清司
〃 37年卒 鹿庭　洋美
〃 37年卒 若宮　利夫
〃 37年卒 小原　　誠
〃 37年卒 宮本　浩二
〃 37年卒 石塚　康生
〃 37年卒 大石　潤一
〃 37年卒 大野　昌三
〃 37年卒 島原　俊二
〃 37年卒 藤沢　邦彦
〃 37年卒 北野　　宏
〃 37年卒 野口　建世
〃 37年卒 東　　保彦
〃 37年卒 田中　秀子
〃 37年卒 三好　　勝
〃 37年卒 石浜　文雄
〃 38年卒 宮本　洋子
〃 38年卒 田中　賢一
〃 38年卒 森山　泰文
〃 38年卒 淀谷　皓一
〃 38年卒 神内　征子
〃 38年卒 川井　方子
〃 38年卒 榎本　信子
〃 38年卒 髙木　由子
〃 39年卒 北條　　勇
〃 39年卒 池田　政廣
〃 39年卒 入谷　　稔
〃 39年卒 大森　　正
〃 39年卒 松濱　明貴
〃 39年卒 香西　久信
〃 39年卒 阿賀　　正
〃 39年卒 加納　　孝
〃 39年卒 北岡　　昂
〃 39年卒 桑島恵美子
〃 39年卒 黒川　絹代
〃 39年卒 甲邊　俊子
〃 39年卒 野崎百合子
〃 40年卒 鈴木　伸二
〃 40年卒 高橋　正泰

昭和40年卒 大谷美恵子
〃 40年卒 久保　美伸
〃 40年卒 阿部　　登
〃 40年卒 高畑　正夫
〃 40年卒 村尾　寿世
〃 40年卒 太田　政輝
〃 40年卒 谷川　生市
〃 40年卒 三木　準一
〃 40年卒 長尾　義弘
〃 40年卒 内海　佑二
〃 40年卒 北浜　富男
〃 40年卒 藤村　　茂
〃 40年卒 木村　裕行
〃 40年卒 飯塚千鶴子
〃 40年卒 一柳　栄子

〃 40年卒
鈴木千代子　
　退会連絡

〃 41年卒 西木　茂雄
〃 41年卒 岡田　義憲
〃 41年卒 池田　和郎
〃 41年卒 古市　祥二
〃 41年卒 松岡　俊晴
〃 42年卒 室井三千代
〃 42年卒 東　　裕幸
〃 42年卒 大北　友博
〃 42年卒 矢野　博文
〃 42年卒 鎌野　明子
〃 42年卒 宮武恵美子
〃 42年卒 宮武香代子
〃 42年卒 長谷　妙子
〃 42年卒 野網千代江
〃 42年卒 安田　　澄
〃 43年卒 岩井　忠照
〃 43年卒 藤木　康男
〃 43年卒 加藤　幸一
〃 43年卒 川津　　晃
〃 43年卒 石田　安伸
〃 43年卒 菅野　博幸
〃 43年卒 森　　克己
〃 44年卒 門田　　彰
〃 44年卒 鈴木　一平
〃 44年卒 大山　一夫
〃 44年卒 飯島　文子
〃 44年卒 石　　啓子
〃 44年卒 藤岡　秀徳
〃 45年卒 久保　文典
〃 45年卒 佐達　佳民
〃 45年卒 正木　敏昭
〃 45年卒 二川　昌弘
〃 45年卒 谷川　頼行
〃 45年卒 松原　和雄
〃 45年卒 安藤　正敏
〃 45年卒 佐々木敬子
〃 46年卒 藤川　和信
〃 46年卒 岡本えり子
〃 46年卒 串田　裕司
〃 46年卒 本田　市子
〃 46年卒 岡田　一博
〃 46年卒 大屋敷　孝
〃 46年卒 増田　裕一
〃 46年卒 森　　治誠
〃 46年卒 松本　裕美
〃 46年卒 瀬尾　栄子
〃 46年卒 井筒智恵子
〃 46年卒 長尾　　豊

昭和46年卒 渡辺　光哲
〃 47年卒 神内　博喜
〃 47年卒 細谷夫佐子
〃 48年卒 三村　圭介
〃　　48年卒 中野　伸之
〃 48年卒 筒井　愛子
〃 48年卒 井上　正紀
〃 48年卒 岡田　久美
〃 48年卒 溝渕　智子
〃 48年卒 斎藤美智子
〃 49年卒 塚本　初江
〃 49年卒 尾崎　行雄
〃 49年卒 藤本　昌洋
〃 49年卒 井手上　孝
〃 49年卒 大野　正博
〃 49年卒 小松　　裕
〃 49年卒 高橋ひとみ
〃 49年卒 浜野　安弘
〃 49年卒 冨山　明郊
〃 49年卒 岩部　正俊
〃 49年卒 稲田　静夫
〃 49年卒 茨木　美雅
〃 49年卒 横山　一郎
〃 49年卒 岸下　　栄
〃 49年卒 筒井　貞夫
〃 50年卒 滝　　健一
〃 50年卒 青木　恭弘
〃 50年卒 木村　真澄
〃 50年卒 平　　洋子
〃 50年卒 鈴木（十河）弘幸
〃 50年卒 木村　寿男
〃 51年卒 萬納　宏俊
〃 51年卒 福西佐都美
〃 51年卒 今雪　博司
〃 51年卒 重田　充代
〃 51年卒 三好玲尉子
〃 51年卒 松川　和子
〃 51年卒 有馬江利子
〃 51年卒 杉本　千春
〃 51年卒 江川　文雄
〃 51年卒 永田久美子
〃 52年卒 秋山　典久
〃 52年卒 槫谷　昌彦
〃 52年卒 橋川　愼司
〃 52年卒 吉田　晙二
〃 52年卒 小野　典子
〃 52年卒 中山　亮三
〃 52年卒 蓮井　雅之
〃 52年卒 帰来　正起
〃 52年卒 帰来美津子
〃 53年卒 竹内　義高
〃 53年卒 行天　健乗
〃 53年卒 藤岡　正樹
〃 53年卒 谷畑　光男
〃 53年卒 小倉　博和
〃 54年卒 堀　　眞英
〃 54年卒 工　　　晋
〃 54年卒 前田　裕弘
〃 54年卒 安達　厚美
〃 54年卒 成田　親王
〃 54年卒 上枝　一郎
〃 54年卒 松本　仁志
〃 54年卒 北　　信康
〃 55年卒 漆原　慎二
〃 55年卒 生駒　真澄

昭和55年卒 藤田　恵子
〃 55年卒 多田　　稔
〃 55年卒 佐々井　幸
〃 55年卒 岡　　邦彦
〃 56年卒 太田郁治郎
〃 56年卒 須田　賢二
〃 56年卒 福光　　徹
〃 56年卒 賀野　耕治
〃 56年卒 二宮　佳邦
〃 57年卒 山川　明俊
〃 57年卒 香西　　稔
〃 57年卒 大森　卓二
〃 58年卒 三嶋　俊人
〃 58年卒 小田貴美子
〃 58年卒 川本　英樹
〃 58年卒 網谷　竜一
〃 58年卒 鈴木奈々子
〃 58年卒 北川　博道
〃 58年卒 足立　順子
〃 58年卒 森　　建太
〃 58年卒 千葉　健志
〃 59年卒 川浪　明美
〃 59年卒 横田　悦朗
〃 59年卒 二川　正浩
〃 59年卒 砂川　吾一
〃 59年卒 斎藤　淳子
〃 60年卒 鈴木　総一
〃 60年卒 多田　正伸
〃 60年卒 三野　孝次
〃 61年卒 高橋　直身
〃 61年卒 清水　宏城
〃 62年卒 池田　明生
〃 62年卒 岡野　高幸
〃 62年卒 友永　朋宏
〃 62年卒 三島　美和
〃 62年卒 田村　健一
〃 62年卒 香川　真志
〃 63年卒 田中　孝史

元教師 森　　孝枝
平成 1年卒 居林　昌宏
〃  1年卒 清家由美子
〃  2年卒 岩本真由美
〃  2年卒 和波　高代
〃  2年卒 大高　　将
〃  2年卒 奥村　純子
〃  2年卒 堤田　次郎
〃  3年卒 松岡利喜雄
〃  3年卒 飯野ひとみ
〃  3年卒 安藤　美保
〃  4年卒 明石　尚二
〃  4年卒 丹羽恵美子
〃  4年卒 金野　恵子
〃  5年卒 島津　景子
〃  5年卒 梅下　新介
〃  6年卒 小川　敏弘
〃  7年卒 村川　健太
〃 11年卒 國方　博光

片野　貴子

令和２年分として入金済
15号紙掲載もれ
昭和44年卒 大山　一夫　様
お詫びして訂正いたします。

バドミントン部女子の皆さん女子ダブルス　手前が高商 バドミントン部男子の皆さん

8 面　　令和 4 年 6 月 1 日発行	 第16号紫雲会東京

令和３年度　会費の納入者

ご協力ありがとうございました。

女子シングルス奥が豊口選手　身体を一杯に使って応戦しています男子ダブルス　向こう側が高商チーム



紫
雲
会
東
京
支
部

の
北
條
支
部
長
様
を

は
じ
め
会
員
の
皆
様

に
は
、日
頃
か
ら
、郷

土
香
川
発
展
の
た
め

に
御
支
援
、
御
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確

認
さ
れ
て
二
年
余
が
経
過
。
な
お
感
染
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
感
染
拡
大
の
防
止
と

医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
社

会
経
済
活
動
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
今
年
度
は
、
３
年
に
一

度
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
２
２
が

四
月
に
開
幕
。
対
策
を
徹
底
し
、
瀬
戸
内

の
自
然
と
一
体
と
な
っ
た
ア
ー
ト
作
品

や
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
少
し

で
も
皆
様
の
癒
し
や
元
気
に
繋
が
れ
ば

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
開

催
予
定
の
サ
ミ
ッ
ト
関
係
閣
僚
会
合
の

誘
致
や
、
弘
法
大
師
空
海
御
誕
生

１
２
５
０
年
祭
関
連
の
誘
客
。
さ
ら
に

は
、
本
県
へ
の
移
住
に
関
心
を
高
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
移
住
・
定
住
の
情
報
発
信

の
強
化
や
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
推
進
、
防

災
・
減
災
対
策
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。東

京
事
務
所
も
、
新
橋
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
せ
と
う
ち
旬
彩
館
」
と
と
も

に
、
旬
の
情
報
発
信
や
県
産
品
の
販
売
促

進
、
移
住
相
談
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
活

動
を
通
じ
、
ゆ
か
り
の
皆
様
の
お
力
添
え

を
頂
戴
し
な
が
ら
、
香
川
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

 

　

 

　

や
っ
と
完
成
し
ま
し
た
。
以
前
、
体
育

館
の
西
外
壁
に
設
置
さ
れ
て
い
た
知
徳

体
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
研
磨
等
で
綺

麗
に
磨
き
上
げ
ら
れ
、
新
体
育
館
の
中

に
移
設
、
新
た
な
風
貌
を
醸
し
出
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
諸
先
輩
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
香
川
に
帰
省
さ
れ
た
折
に

は
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
剣

道
部
女
子
が
団
体
で
香
川
県
勢
初
の
５

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10

月
に
行
わ
れ
た
第
15
回
Ｕ
18
陸
上
競
技

元
プ
ロ
野
球
選
手

の
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
（
オ

リ
ッ
ク
ス
、
マ
リ
ナ
ー

ズ
）
が
12
月
11
、12
日

の
両
日
、
高
松
に
来
て

本
校
野
球
部
を
指
導

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

夏
の
甲
子
園
大
会

で
智
辯
和
歌
山
戦
の

後
、長
尾
監
督
の
談
話

で
前
の
年
に
イ
チ
ロ
ー

さ
ん
が
智
辯
和
歌
山

高
校
を
指
導
さ
れ
た

こ
と
か
ら
『
う
ち
に
も

イ
チ
ロ
ー
さ
ん
に
来
て

欲
し
い
』
と
い
う
願
い

を
話
し
た
と
こ
ろ
、
こ

の
話
が
イ
チ
ロ
ー
さ
ん

に
伝
わ
り
今
回
の
指

導
が
実
現
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

長
尾
監
督
か
ら
は

『
こ
れ
は
日
頃
頑
張
っ

て
い
る
君
達
へ
の
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
。吸

収
で
き
る
も
の
は
す
べ
て
吸
収
す
る
よ
う
に
』

と
選
手
に
伝
え
る
。

指
導
は
キ
ャッ
チ
ボ
ー
ル
・
走
塁
・
打
撃
・

守
備
と
す
べ
て
に
わ
た
り
、
質
問
者
が
列
を

作
り
、
熱
心
に
質
問
し
、
貴
重
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
真
剣
に
聞
き
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
メ
モ

を
取
って
い
ま
し
た
。

練
習
後
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
か
ら
、今
回
使
っ
た

バッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、『
こ
の
バ
ッ
ト
が

い
つ
も
見
て
い
る
か
ら
ね
』
と
い
う
コ
メ
ン
ト

を
残
し
、
離
高
松
。

終
了
後
、イ
チ
ロ
ー
さ
ん
へ
の
恩
返
し
は
こ

の
貴
重
な
経
験
を
糧
に
し
て
『
甲
子
園
で
の

優
勝
』
と
全
員
が
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
情
報
＠
東
京

ふ
る
さ
と
情
報
＠
東
京

香
川
県
東
京
事
務
所
長　

多
田　

仁

東
京
支
部
の

皆
様
方
に
は
、
日

頃
よ
り
大
変
お

世
話
に
な
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
令
和
３
年
度
も

紫
雲
会
理
事
・
評
議
員
会
さ
ら
に
は
紫

雲
会
総
会
が
中
止
、
学
校
関
係
行
事
に

お
い
て
も
文
化
祭
は
２
年
続
け
て
の
中

止
、
昨
年
か
ら
延
期
に
な
っ
て
い
た
３

年
生
の
修
学
旅
行
も
結
局
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
誠
に
残
念
で
す
が
こ
こ
は

耐
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
令
和
２
年
秋
よ
り
解
体
が
始

ま
っ
た
南
体
育
館
で
す
が
、
３
月
末
に

永
田
町
や
新
橋
な
ど
、
お
近
く
に
お
越

し
の
際
は
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ

き
、
ふ
る
さ
と
香
川
に
接
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
紫
雲
会
東
京
支
部
の
益
々

の
御
隆
盛
と
、
皆
様
の
御
健
勝
、
御
活
躍

を
お
祈
り
し
て
、御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

大
会
に
お
い
て
、
陸
上
部
女
子
個
人
走

り
高
跳
び
で
谷
本
那
津
さ
ん
が
１
ｍ
68

を
跳
び
、
見
事
全
国
優
勝
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
野
球
部
の
夏
の
県
大
会
は
逆

転
に
次
ぐ
逆
転
劇
で
夏
の
甲
子
園
25
年

ぶ
り
の
優
勝
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。
全

国
で
は
作
新
学
院
に
勝
利
し
、
続
く
３

回
戦
で
は
優
勝
し
た
智
弁
和
歌
山
に
惜

し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
高
松
商
業
の

強
靱
な
粘
り
を
見
せ
つ
け
た
大
会
で
し

た
。
文
化
部
に
お
い
て
も
珠
算
電
卓
部

が
電
卓
の
部
団
体
５
位
、
珠
算
の
部
団

体
10
位
と
健
闘
し
、
吹
奏
楽
部
は
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
で
銀
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
、
そ
の
他
多
く
の
文
化

部
も
見
事
な
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
全
国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
に
24
回
目
の
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。
結
果
は
１
回
戦
で
鹿

島
学
園
に
敗
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
柔
道

部
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
女
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
・
卓
球
部
女
子
が
全
国
選
抜

大
会
に
出
場
し
、
上
位
入
賞
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
よ
く
健
闘
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
紫
雲
会
行
事
も
コ
ロ

ナ
禍
で
ど
う
な
る
か
正
直
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
実
施
の
方
向
で
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支

援
・
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

以
上
、
は
な
は
だ
簡
単
で
は
あ
り
ま

す
が
、
近
況
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

東
京
香
川
県
人
会
第
104
回
定
期
総
会
の
ご
案
内

　

今
年
も
「
東
京
香
川
県
人
会
総
会
」
を
盛
大
に
開
催
す
る
予
定
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

開
催
で
き
る
か
の
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

従
い
ま
し
て
、
開
催
決
定
次
第
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
『
予
定
』

　

開
催
日
時　

令
和
４
年
11
月
13
日
（
日
）
12
時
〜

　

会　
　

場　

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

２
階
「
鳳
凰
の
間
」（
港
区
芝
公
園
３
─
３
─
１
）

　

次　
　

第　

�

総
会
、
懇
親
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
さ
ぬ
き
う
ど
ん
コ
ー

ナ
ー
な
ど
お
楽
し
み
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　

＊
全
員
に
香
川
県
産
の
お
土
産
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
費　

８
、０
０
０
円
（
学
生
３
、０
０
０
円
）

開
催
案
内
は
９
月
中
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

http//www.pref.kagawa.lg.jp/Tokyo/index.htm

ご
案
内
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
東
京
香
川
県
人
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

東
京
香
川
県
人
会
に
ご
入
会
い
た
だ
く
と
、
毎
年
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
東
京
香
川
県
人
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話 

０
３
・
５
２
１
２
・
９
１
０
０

香
川
県
立
高
松
商
業
高
校
紫
雲
会
事
務
局

Ｓ
61
年
卒　

谷
畑
祐
二 瀬戸内国際芸術祭 2022 ポスター

お城の公園内では鯛に餌を
やりながら船遊びができる

世界の 4000 本以上の安打記録を持つ元メジャーリーガー世界の 4000 本以上の安打記録を持つ元メジャーリーガー

イチローさんが本校野球部を直接指導イチローさんが本校野球部を直接指導
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理

　
  

士

大
宮
区
土
手
町
一
│

六
六
│

一

秋

山

典

久
（昭和52年卒）

メール
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堀

　　

 

眞

　英

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

株
式
会
社  

全
日
警
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

〒
　
│

　 

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
浜
町
１
丁
目
１
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紫雲会ホームページ  siunkai.tokyo.org（紫雲会東京支部でも可）

昔懐かしい木造２階建の校舎旧校舎

新校舎 平成 27 年　明治神宮野球大会優勝を記念して大活躍した野球部のモニュメント

選手達が待っていた雨天練習場筋トレも出来るトレーニングルーム

新装になった体育館。綺麗ですね 旧校舎の教室、こんなに古かったかな…

母校の広いグラウンド。懐かしい

新校舎　生徒達が大活躍した賞品や記念品の数々が飾られています
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北畠税理士事務所
税理士　北 畠 昭 二
　　　　　　　　　（昭和40年卒）
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